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政府間協議体から立憲的組織体への創造的展開　　63
るがゆえでもあったろう。行政職の長にして国際政治的行為者という国連事務
総長の職務は極度の緊張にさらされ、ハマーショルドの心労は絶えなかった。
並はずれた体力と行動力を備えた果敢な騎士であるとともに瞑想的な文人肌た
るハマーショルドの内的苦悶にレジェは静かに寄り添い、共感を通じて彼の内
的孤独を和らげることにも心を砕いた。それは、ブリアンが先鞭をつけた協議
体としての国際平和機構が創造的に展開するのを彼方に見通す行為のようにも
思われる。
おわりに
ハマーショルドは、時代の転換に対応して国連憲章の目的を実現するために
は、国連が加盟国の公開の討議フォーラム、政府間の問題解決の器となるだけ
ではなく、具体的状況において平和的秩序につながる新たな問題解決を担う独
立の主体となることが重要だと認識した。国連憲章には、それを可能とする立
憲的基盤が備わっているから、組織の運営を通じて、その自立的機能を広げる
ことが、人間の社会共同体の創造的進展への道筋だと見ている。これは、広域
的な平和と安全の確保のために、公開の多国間協議の場として国際連盟を活用
したブリアンやレジェの考慮と経験を越える思索の展開である。ゆえに、彼の
思索の実体については、レジェとの意見交換から直接なんらかの示唆を得たと
いうよりも、独自に構築されたものと考えるべきであろう。
しかしながら、レジェとハマーショルドに共通するのは、国際機構なり多国
間制度を固定的・静態的なものでなく、生命体の如く不断に変化・発展するも
のと捉え、状況に応じて適切に機能させるよう模索したことである。さらに、
不断の変化・発展を導く指針として、国家利益の総和を越える何らかの道義的
原則・基準を想定していたことも、ふたりに共通する。基本姿勢において共通
する、経験豊富なよき理解者と語り合うことは、ハマーショルド自身が思索を
透徹させ、彼自身の国際平和機構観や基本理念・展望とを明晰化、かつ深化さ
せるのを大いに促進したことは疑い得ない。対話は、彼の思索を活性化させ、
豊かにした。それがさらに、国連の執行機関として、それまでの組織の限界を
動かしていく創造的活動を実践する源泉となったと考えられよう。
平和の使徒、ブリアンの法による平和の探求は、人間精神に対してその霊的
可能性をつぶさに映す鏡を掲げる預言者たるサン =ジョン・ペルスを介して、
平和の殉教者、ハマーショルドへと繋がる、創造的展開を遂げたことを、レ
ジェとハマーショルドの往復書簡は明らかにするのである。
Keywords：国連事務総長　　国連憲章　　立憲的国際体系
